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空
と
海
を
こ
え
て
―

日
本
美
食
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
董
路
（
ド
ン
・
ル
ー
）の
挑
戦

卒
業
生
イ
ン
タ
ビュー



中
国
・
北
京
。
董
氏
は
、
祖
父
・
両
親
が
大
学
職

員
と
い
う
教
育
一
家
に
産
声
を
上
げ
る
。
董
氏
が
産

ま
れ
た
1
9
7
2
年
は
、
日
中
が
共
同
声
明
を
発
表

し
て
国
交
が
正
常
化
。
今
、
こ
う
し
て
日
本
で
活
躍

し
て
い
る
の
も
、
産
ま
れ
た
時
か
ら
の
運
命
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
子
供
の
頃
は
絵
を
書
く
の
が
好
き
で
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。
中
国
は

ど
の
家
庭
も
貧
乏
な
の
で
、
洋
服
は
ほ
と
ん
ど
手
作

り
。
私
が
子
供
の
頃
に
来
て
い
た
洋
服
も
、
ほ
と
ん

ど
は
親
が
作
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」

た
だ
、
そ
の
夢
は
儚
く
消
え
た
。
中
国
の
大
学
に

進
学
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
勉
強
を
本
格
的
に
始
め
た

頃
、
紡
績
工
場
を
見
学
し
て
現
実
を
知
る
。
巨
大
な

機
械
で
の
流
れ
作
業
、
耳
を
塞
ぎ
た
く
な
る
機
械
音

―
。
思
い
描
い
て
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
は
ほ
ど
遠
か

っ
た
。
社
会
の
現
実
に
無
知
だ
っ
た
自
ら
を
見
つ
め

直
す
こ
と
に
な
る
。

「
好
き
な
こ
と
だ
け
を
や
り
た
い
人
間
な
の
で
す
が
、

好
き
な
こ
と
だ
け
を
や
る
に
は
回
り
の
こ
と
を
理
解

し
な
い
と
い
け
な
い
。
特
に
、
経
済
の
分
野
の
こ
と

が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
に
来
て
勉
強
と
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

1
9
9
3
年
5
月
。
当
時
20
歳
の
董
氏
は
、
親
戚

中
か
ら
集
め
た
お
金
を
握
り
し
め
て
、
東
京
・
池
袋

に
あ
る
日
本
語
学
校
の
門
を
叩
い
た
。
ま
ず
は
日
本

語
学
校
に
通
い
、
い
ず
れ
は
ど
こ
か
の
大
学
に
入
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
が
、
日
本
語
学
校
に
通
っ
て
い
た

1
年
間
が
地
獄
の
よ
う
だ
っ
た
と
、
董
氏
は
振
り
返

る
。

「
友
達
は
一
人
も
い
な
く
て
、
孤
独
。
お
金
も
な
く

て
ご
は
ん
は
1
日
1
食
。
お
風
呂
も
週
に
1
回
し
か

入
れ
な
い
生
活
で
し
た
。
昼
は
学
校
、
夜
は
飲
食
店

で
ア
ル
バ
イ
ト
。
1
日
何
十
円
の
生
活
費
で
、
生
き

て
い
く
の
が
や
っ
と
で
し
た
。
だ
か
ら
、
当
時
の
記

憶
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
よ
」

そ
れ
で
も
董
氏
は
、
日
本
語
学
校
に
通
い
な
が
ら

自
分
が
通
え
る
大
学
を
探
し
た
。
始
め
は
、
早
稲
田

や
慶
應
な
ど
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
大
学
を
目

指
し
た
が
、
私
立
大
学
の
授
業
料
な
ど
と
て
も
払
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
国
立
大
学
に

は
留
学
生
の
授
業
料
が
免
除
さ
れ
る
学
校
が
多
い
こ

と
を
知
る
。

「
東
京
大
学
は
入
学
時
の
年
齢
制
限
が
あ
っ
て
Ｎ
Ｇ
。

千
葉
大
学
は
何
と
な
く
遠
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

（
笑
）。
埼
玉
か
横
浜
が
い
い
と
思
っ
て
、
横
浜
国
立

大
学
と
横
浜
市
立
大
学
、
そ
れ
に
埼
玉
大
学
の
3
校

を
受
験
し
ま
し
た
」

合
格
を
も
ら
っ
た
の
は
、
横
浜
市
立
大
学
と
埼
玉

大
学
。
董
氏
が
埼
玉
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
埼
玉
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

「
緑
が
多
い
で
し
ょ（
笑
）。
川
も
す
ぐ
近
く
に
あ
っ

て
。
自
然
が
多
く
て
気
に
入
り
ま
し
た
」

1
9
9
4
年
4
月
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
経
営
学

科
入
学
。
埼
玉
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で

の
生
活
と
環
境
は
一
変
し
た
。
授
業
料
が
免
除
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
奨
学
金
も
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
だ
。

卒業生インタビュー 日本美食CEO 董路

皆
さ
ん
は
「
日
本
美
食
」
と
い

う
会
社
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。「
日

本
美
食
」
は
、
外
国
人
向
け
の
飲

食
店
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
急
成
長
を
遂
げ
て
い

る
企
業
で
あ
る
。
日
本
美
食
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
董
路
（
ド
ン
・
ル
ー
）
氏
が
、

こ
の
会
社
を
3
年
前
に
立
ち
上
げ

た
背
景
に
は
、
埼
玉
大
学
在
学
時

の
経
験
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。

空と海をこえてて――
日本美食CEO・董路（ドン・ルー）のの挑挑戦戦

出口雅史（経和会理事）＝文
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「
勉
強
し
て
お
金
も
も
ら
え
る
。
こ
れ
以
上
の
幸
せ

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
埼
玉
大
学
に
入
学
し
て
初

め
て
出
席
し
た
授
業
で
、
席
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で

自
然
と
涙
が
溢
れ
ま
し
た
」

埼
玉
大
学
で
は
、
周
り
の
留
学
生
と
の
交
流
も
積

極
的
に
行
っ
た
。
今
や
、
埼
玉
大
学
の
中
で
も
有
名

な
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ

Ｍ
Ｅ
」
は
、
董

氏
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
だ
。中
国
語
・
日
本
語
・

英
語
で
の
交
流
を
目
的
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
遊
ぶ
た

め
に
作
っ
た
と
い
う
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
始
め
は
た

っ
た
5
人
だ
っ
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
数
十
人
規

模
に
膨
れ
上
が
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
日
本
社
会
へ
の
理
解
度
を
深
め
る
た
め

に
、
マ
ス
コ
ミ
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
経
験
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
さ
い
た
ま
放
送
局
の
カ
メ
ラ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
や

り
な
が
ら
、
い
ま
日
本
で
起
き
て
い
る
社

会
問
題
な
ど
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。

た
だ
、
埼
玉
大
学
で
の
一
番
の
思
い
出

を
聞
く
と
、
あ
る
人
と
の
出
会
い
に
つ
い

て
、
董
氏
は
語
り
始
め
た
。

「
薄
井
ゼ
ミ
に
入
り
、
薄
井
教
授
と
出
会

っ
た
こ
と
が
、
今
の
私
に
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。
薄
井
教
授
に
い
ろ
い
ろ
と
教

わ
り
な
が
ら
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
利
用
の
手
引
き
を
作
っ

た
の
は
私
な
ん
で
す
よ
」

董
氏
が
埼
玉
大
学
在
学
中
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
日
本
で
急
速
に
発
達
を
遂
げ

る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
専
門
分
野
の
薄
井
和
夫
教

授
（
後
に
、
経
済
学
部
長
も
歴
任
）
の
指
導
の
下
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外
と
の
交
流
を
深
め
た
。
こ

の
頃
、
董
氏
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ

な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
と
振
り
返
る
。

「
3
年
生
の
時
に
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
縁
も

あ
り
、
埼
玉
大
学
を
卒
業
し
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
に
入
社
し
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
Ｉ
Ｔ
の
両
立
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
経
験
が
、
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
活
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
」

2
0
0
4
年
に
中
国
に
帰
国
し
て
、
ｅ
コ
マ
ー
ス

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
2
社
立
ち
上
げ
た
後
、
2
0

1
4
年
に
事
業
を
売
却
し
て
活
動
の
拠
点
を
日
本
に

移
す
。
そ
し
て
2
0
1
5
年
12
月
、
日
本
で
困
っ
て

い
る
外
国
人
が
も
っ
と
日
本
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と

「
日
本
美
食
」
を
設
立
し
た
。

「
外
国
人
が
日
本
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
『
探
せ
な

い
・
通
じ
な
い
・
払
え
な
い
』。
こ
の
3
つ
を
解
消

で
き
る
の
が
、
日
本
美
食
の
飲
食
店
予
約
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
中
国
は
、
多
く
の
事
で
日
本
に
遅
れ
を
取
っ

て
い
ま
す
が
、
モ
バ
イ
ル
の
分
野
で
は
先
を
進
ん
で

い
る
。
我
々
が
作
っ
た
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

れ
ば
、
誰
も
が
日
本
通
に
な
れ
る
。
不
自
由
な
く
日

本
を
楽
し
め
る
。
携
帯
電
話
一
つ
で
ど
こ
で
も
行
け

る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」

2
0
1
7
年
の
訪
日
外
国
人
客
数
は
過
去
最
高
の

2
8
6
9
万
人
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る

2
0
2
0
年
に
は
、
そ
の
数
を
4
0
0
0
万
人
に
増

や
し
た
い
と
日
本
政
府
は
目
論
ん
で
い
る
。
た
だ
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
外
国
人
と
共
存
す
る

意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
董
氏
は
話
し
、
こ
う

続
け
た
。

「
日
本
と
中
国
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
ん
で
す
。
日

本
を
よ
く
し
た
い
、
み
ん
な
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
た
い
。

そ
し
て
、
日
本
に
来
た
外
国
人
が
、
自
分
の
国
に
帰

っ
た
ら
『
日
本
は
い
い
国
だ
っ
た
』
と
周
り
に
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
国
に
し
た
い
と
思
っ

て
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

こ
こ
が
人
生
の
集
大
成
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

埼
玉
大
学
の
教
室
で
涙
を
流
し
た
あ
の
日
か
ら
、

24
年
。
董
氏
に
と
っ
て
、
こ
の
24
年
は
長
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
短
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東

京
・
西
麻
布
に
あ
る
日
本
美
食
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
こ

の
記
事
の
取
材
が
終
わ
る
や
否
や
、
董
氏
の
も
と
に

は
新
た
な
来
客
が
訪
れ
た
。「
す
ぐ
に
別
の
打
ち
合

わ
せ
が
あ
る
ん
で
す
」。
そ
う
話
し
て
次
の
仕
事
に

向
か
う
董
氏
の
後
ろ
姿
に
は
、
24
年
間
の
苦
労
と
共

に
、
充
実
感
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

（
終
）

学生時代
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埼
玉
大
学
工
学
部
出
身
の
山
本
ア
リ

フ
レ
ッ
ド
さ
ん
原
作
の
マ
ン
ガ
「
理
系

が
恋
に
落
ち
た
の
で
証
明
し
て
み
た
。」

が
、
今
秋
ド
ラ
マ
＆
来
春
映
画
化
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
！

主
演
は
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト
の
主
役
を
演

じ
て
注
目
を
集
め
た
西
銘
駿
さ
ん
と
、

大
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
☆
Ｇ
ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ
」
浅
川
梨
奈
さ
ん

の
大
人
気
コ
ン
ビ
で
す
。
収
録
は
埼
玉

大
学
を
メ
イ
ン
に
行
わ
れ
、
特
に
ド
ラ

マ
版
で
は
随
所
に
埼
玉
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
が
映
り
ま
す
！

ぜ
ひ
お
楽
し
み

に
‼

埼
玉
大
学
の
学
生
が
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
に
政
策
を
提
言
す
る
「
知
事
と
学
生

の
意
見
交
換
会
」
が
11
月
8
日
に
埼
玉
大

学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
8
回
目
を
迎
え

た
今
回
は
、
経
済
学
部
と
工
学
部
か
ら
5

つ
の
ゼ
ミ
が
参
加
。
地
方
分
権
や
公
共
交

通
の
利
用
促
進
、
子
育
て
支
援
、
都
市
公

園
の
再
整
備
な
ど
県
が
抱
え
る
課
題
を
ゼ

ミ
ご
と
に
1
つ
選
び
、
政
策
提
言
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
経
済
学
部
今
泉
ゼ
ミ
は

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
×
若
者
×
県
産
農
林

産
物
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
約
8
割
の
学
生

が
県
産
農
林
産
物
に
「
興
味
が
な
い
」
と

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
し
た
う
え

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
若
者
の
消
費
行
動
を
促
し

て
い
る
と
し
て
、
写
真
共
有
サ
イ
ト
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
の
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
大
学
生
が
「
大
使
」

と
な
り
、
県
産
農
林
産
物
の
写
真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
投
稿
し
、
拡
散
さ
せ
る
こ
と
で
多
く
の
若
者
に
Ｐ
Ｒ

す
る
手
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
県
に
よ
り
採
用
さ
れ
、
県
産
農

産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

県
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「
埼
玉
わ
っ
し
ょ
い
」
が

12
月
21
日
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
提
言
を
行
っ
た
今

泉
ゼ
ミ
の
学
生
5
人
は
こ

の
日
、「
埼
玉
わ
っ
し
ょ

い
大
使
」
に
任
命
さ
れ
、

県
産
農
産
物
を
食
べ
ら
れ

る
飲
食
店
の
情
報
や
料
理

な
ど
の
写
真
を
投
稿
し
、

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
に
設
立
い
た
し
ま
し
た

埼
玉
大
学
基
金
は
、
皆
様
か
ら
の
ご
理

解
ご
支
援
を
賜
り
、
そ
の
目
的
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
埼
玉
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
（
国
際
学
生
寮
）」

の
整
備
に
つ
い
て
、
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
2
0
1
9
年
10
月
の
完
成
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
埼
玉
大
学
基
金
内
に
設
立

し
た
特
定
基
金
「
埼
玉
大
学
修
学
サ
ポ

ー
ト
基
金
」
に
よ
り
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
学
生
に
対

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
同
窓
生
の

皆
様
か
ら
の
ご
理
解
ご
支
援
を
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
埼
玉
大
学
へ
の
ご
寄
附
」

（http://www.saitam
a-u.ac.jp/funds/

）

お
問
い
合
わ
せ
先

〔
埼
玉
大
学
基
金
室（
広
報
渉
外
室
内
）〕

Ｔ
Ｅ
Ｌ
�
0
4
8‐

8
5
8‐

9
3
3
0

Ｅ‐
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
�

s-kikin@
gr.saitam

a-u.ac.jp

保
護
者
向
け

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

経
和
会

で
は
、
平

成
29
年
11

月
25
日
㈯
、

経
済
学
部

2
、
3
年

生
の
保
護

者
を
対
象

と
し
た
就

職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
経
済
学
部
棟
5
階
で
開

催
し
ま
し
た
。
む
つ
め
祭
開
催
期

間
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全

国
各
地
か
ら
1
2
5
名
（
学
生
45

名
、
保
護
者
80
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。
初
め
に
柳
澤
経
済
学
部
長

よ
り
挨
拶
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
最
近

の
就
職
事
情
、
就
職
活
動
の
流
れ
、

保
護
者
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
等
に

つ
い
て
説
明
、
最
後
に
内
定
を
得

て
い
る
4
年
生
よ
り
体
験
談
を
披

露
、
質
疑
応
答
、
個
別
相
談
も
実

施
し
ま
し
た
。

就
活
直
前

在
学
生
（
３
年
生
）
向
け

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

経
和
会
で
は
、
平
成
30
年
2
月

6
日
㈫
、
経
済
学
部
主
催
の
「
経

済
学
部
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」
に
協

力
し
て
5
名
の
Ｏ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
講

埼
玉
大
学
基
金
室
よ
り

埼
玉
大
学
基
金
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

インスタで県の農産物をＰＲ
知事に提案したアイディアが採用

知事提言2017

埼
玉
大
学
が
舞
台
の
マ
ン
ガ

「
リ
ケ
恋
」

ド
ラ
マ
＆
映
画
化
決
定
！

S
e
m
in
a
r

Ⓒ2018「リケ恋」製作委員会
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国家公務 関東経済産業局 2／関東信越国税局 2／厚生労働省 2
／さいたま地方法務局 1／皇宮警察 1／埼玉地方検察庁 1／衆議
院事務局 1／総務省関東総合通信局 1／栃木労働局 1／防衛省 1
地方公務 東京都特別区11／さいたま市 6／埼玉県 4／埼玉県警
察 2／栃木県 2／福島県 2／いわき市 1／茨城県 1／岩手県 1
／久喜市 1／狭山市 1／警視庁 1／広島市 1／行田市 1／山形
市 1／秋田県 1／小山市 1／松江市 1／石川県 1／仙台市 1／
川越市 1／相馬市 1／太田市 1／長野県 1／島根県 1／八戸市
1／富士見市 1／福島市 1
公務 その他公務員 1
金融業 株式会社オリエントコーポレーション 3／株式会社りそな
ホールディングス 3／スルガ銀行株式会社 2／むさし証券株式会社
2／株式会社青森銀行 2／株式会社日本政策金融公庫 2／株式会
社武蔵野銀行 2／JA三井リース株式会社 1／SMFLキャピタル株
式会社 1／みずほ証券株式会社 1／りそなグループ 1／岡三証券
株式会社 1／株式会社SBJ銀行 1／株式会社クレディセゾン 1
／株式会社りそな銀行 1／株式会社商工組合中央金庫 1／株式会社
常陽銀行 1／株式会社足利銀行 1／株式会社大和証券ビジネスセン
ター 1／株式会社東邦銀行 1／株式会社栃木銀行 1／株式会社北
越銀行 1／群馬県信用組合 1／埼玉県信用農業協同組合連合会 1
／埼玉県信用保証協会 1／三井住友信託銀行株式会社 1／三菱
UFJリース株式会社 1／首都圏リース株式会社 1／水戸信用金庫
1／大和証券グループ本社 1／大和証券株式会社 1／東郷証券株式
会社 1／福島県信用保証協会 1
保険業 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 2／アメリカンフ
ァミリー生命保険会社 1／埼玉県農業共済組合 1／損害保険ジャパ
ン日本興亜株式会社 1／富国生命保険相互会社 1
卸売業 アズビルトレーディング株式会社 1／エプソン販売株式会
社 1／シナネンホールディングス株式会社 1／トラスコ中山株式会
社 1／株式会社 IDOM 1／株式会社ハピネット 1／株式会社メデ
ィセオ 1／株式会社山善 1／新生紙パルプ商事株式会社 1／東京
青果株式会社 1／日本生活協同組合連合会 1
小売業 株式会社アズノゥアズ 1／株式会社グラム 1／株式会社ビ
ッグモーター 1／株式会社ファミリーマート 1／株式会社ローソン
1／株式会社丸善ジュンク堂書店 1／有限会社ウエサカ薬局 1
製造業 CKD株式会社 1／サミー株式会社 1／サンデンホールデ
ィングス株式会社 1／株式会社やまびこ 1／株式会社東京精密 1
／株式会社飯野製作所 1／株式会社モリサワ 1／NSファーファ・
ジャパン株式会社 1／ブリジストンBRM株式会社 1／ライオン
株式会社 1／株式会社カネボウ化粧品 1／株式会社富士薬品 1／
協和発酵キリン株式会社 1／第一三共株式会社 1／日本アルシー株
式会社 1／株式会社香料食品技術アカデミー 1／株式会社東京めい
らく 1／株式会社武蔵野 1／山崎製パン株式会社 1／東邦亜鉛株
式会社 1／カシオ計算機株式会社 1／株式会社キーエンス 1／大
崎電気工業株式会社 1／電気興業株式会社 1／オリジン電気株式会
社 1／アイシン精機株式会社 1／カルソニックカンセイ株式会社
1／株式会社エイチワン 1／株式会社ジーテクト 1／本田技研工業
株式会社 1
医療、福祉 日本年金機構 2／株式会社こどもの森 1／社会福祉法
人宏和会 1
教育、学習支援業 学校法人恵済学園東武医学技術専門学校 1／学
校法人星野学園 1／国立大学法人埼玉大学 1／株式会社公文教育研

究会 1
情報通信業 株式会社アイ・エム・ジェイ 2／株式会社システナ 2
／富士ソフト株式会社 2／明治安田システム・テクノロジー株式会
社 2／株式会社アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
1／JIT 株式会社 1／KDDI 株式会社 1／NRI システムテクノ株式
会社 1／NTTラーニングシステムズ株式会社 1／アイアンドエル
ソフトウェア株式会社 1／アイティーエックス株式会社 1／アクセ
ンチュア株式会社 1／アドマックス株式会社 1／アルス株式会社
1／イーパックシステムズ株式会社 1／インターネット・ビジネス・
フロンティア株式会社 1／テクバン株式会社 1／ヤフー株式会社
1／株式会社DFE 1／株式会社K-BIT 1／株式会社KSK 1／株
式会社 LIFULL 1／株式会社NTTデータSMS 1／株式会社アシ
スト 1／株式会社アマナ 1／株式会社クリエーションビュー 1／
株式会社ジャステック 1／株式会社スクロール 1／株式会社テレビ
埼玉 1／株式会社ビジネスブレイン太田昭和 1／株式会社光通信
1／株式会社市場開発研究所 1／株式会社日本システムデザイン 1
／株式会社日本ビジネスマネージ 1／株式会社日本経済新聞社 1／
株式会社菱友システムズ 1／東日本電信電話株式会社 1／日鉄日立
システムエンジニアリング株式会社 1／日本アイ・ビー・エム株式
会社 1
学術研究、専門・技術サービス業 CaN International 税理士法人
1／ISSP 1／YAC税理士法人 1／デロイト・トーマツコンサル
ティング合同会社 1／霞ヶ関国際会計事務所 1／株式会社アフェッ
クス経営センター 1／株式会社エルセア 1／株式会社リクルートキ
ャリア 1／株式会社船井総合研究所 1／株式会社綜合税経センター
1／株式会社日本経済社 1／三菱商事フィナンシャルサービス株式
会社 1／新日本有限責任監査法人 1／税理士法人総合経営サービス
1／大日本コンサルタント株式会社 1／辻・本郷税理士法人 1／
有限責任 あずさ監査法人 1／有限責任監査法人トーマツ 1
その他サービス業 株式会社マーキュリー 2／パーソルキャリア株
式会社 1／株式会社いつも．1／株式会社シティクリエイションホ
ールディングス 1／株式会社ビジネスコンサルタント 1／株式会社
プロフェッショナルバンク 1／株式会社ワークス・ジャパン 1／株
式会社原 1／住友三井オートサービス株式会社 1／独立行政法人高
齢・障害・求職者雇用支援機構 1
運輸業、郵便業 株式会社 JR東日本ステーションサービス 1／株
式会社モバイルコミュニケーションズ 1／株式会社片川運送 1／関
東鉄道株式会社 1／国際自動車株式会社 1／日本貨物鉄道株式会社
1
不動産業、物品賃貸業 CBRE株式会社 1／ダイワロイヤル株式会
社 1／加茂川団地管理組合法人 1／株式会社アイダ設計 1／株式
会社オープンハウス 1／株式会社ザイマックス 1／株式会社レオパ
レス211／株式会社長谷工アーベスト 1／株式会社日本住宅 1／
株式会社菱サ・ビルウェア 1／最上パーキング 1／大栄不動産株式
会社 1／日神不動産株式会社 1／日本管理センター株式会社 1／
日本総合住生活株式会社 1／株式会社電動舎 1
建設業 株式会社ひらい 1／株式会社大林組 1／前田建設工業株式
会社 1／大東建託株式会社 1／南国殖産株式会社 1
電気・ガス・熱供給・水道業 JXTGエネルギー株式会社 1／東京ガ
ス株式会社 1／東京電力エナジーパートナー株式会社 1／東京電力
ホールディングス株式会社 1

師
を
派
遣

し
開
催
し

ま
し
た
。

（
2
、3
年

生
約
40
名

が
参
加
）

初
め
に
高

松
先
生
よ

り
挨
拶
、

セ
ミ
ナ
ー

で
は
最
近

の
就
職
事
情
、
就
職
活
動
の
基
本

と
流
れ
、
就
職
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
最
後
に
内
定

を
得
て
い
る
先
輩
か
ら
体
験
談
を

披
露
、
質
疑
応
答
、
個
別
相
談
も

実
施
し
ま
し
た
。

定
例
就
職
相
談
開
催

経
和
会
で
は
、
経
済
学
部
の
協

力
を
得
て
、
平
成
30
年
4
月
よ
り

8
月
ま
で
の
予
定
で
毎
週
火
曜
日
、

金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
就
職
相

談
で
は
、
企
業
の
選
び
方
、
志
望

動
機
の
書
き
方
、
模
擬
面
接
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
大
学
就
職

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
経
験
者
、
企
業
で

の
採
用
経
験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
経
和
会

員
で
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
、

学
生
セ
ン
タ
ー
内
の
経
済
学
部
係

カ
ウ
ン
タ
ー
の
受
付
簿
に
ご
記
入

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
12
時
か
ら
一
人
当
た
り
40
分
で

1
日
6
名
）

平成３０年３月卒の就職状況（平成３０年４月１日現在）
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む
つ
め
祭
開
催
報
告

2
0
1
7
年
11
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で

の
三
日
間
、
第
68
回
む
つ
め
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
天
気
は
三
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま

れ
、
大
学
構
内
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
サ

ー
ク
ル
各
々
が
出
店
す
る
屋
台
に
は
個
性

が
溢
れ
、
食
べ
物
や
飲
み
物
だ
け
で
な
く
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
た
。

体
育
館
の
近
く
で
は
地
域
の
方
に
よ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
学

の
学
生
だ
け
で
な
く
子
供
連
れ
の
ご
家
族

や
、
ご
年
配
の
方
々
も
多
く
み
ら
れ
た
。

む
つ
め
際
は
年
々
、
地
域
の
人
達
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
進
化
し
続
け
て
き
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
来
年
は
埼
玉
大

学
の
卒
業
生
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

在
学
し
て
い
た
時
と
は
違
う
む
つ
め
祭
が

見
れ
る
に
違
い
な
い
。

む
つ
め
祭
お
笑
い
ラ
イ
ブ

む
つ
め
祭
の
中
で
も
特
に
生
徒
の
注
目

を
集
め
た
の
が
、
む
つ
め
祭
常
任
委
員
会

が
担
当
す
る
む
つ
め
祭
お
笑
い
ラ
イ
ブ
企

画
で
あ
る
。
今
年
は
最
終
日
の
11
月
26
日

に
学
生
会
館
の
三
階
で
行
わ
れ
た
。
出
演

者
に
は
、
ゴ
ー
☆
ジ
ャ
ス
、
Ｇ
た
か
し
、

ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
フ
ァ
ニ
ー
フ
ァ
ニ
ー
の
三

組
が
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
が
有
名
な
こ
と
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
常
任
委
員
が
情
報
を
公
開
し
て

注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
整
理

券
は
即
完
売
し
、
会
場
は
人
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
た
。
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
フ
ァ
ニ

ー
フ
ァ
ニ
ー
が
先
頭
を
務
め
、
得
意
の
人

形
を
使
っ
た
コ
ン
ト
で
笑
い
を
奪
っ
て
い

た
。
二
番
目
に
は
Ｇ
た
か
し
が
登
場
。
お

馴
染
み
の
藤
原
達
也
や
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木

の
モ
ノ
マ
ネ
で
紙
芝
居
や
コ
ン
ト
を
し
て

い
た
。
観
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
モ
ノ

マ
ネ
を
行
う
な
ど
、
フ
ァ
ン
で
あ
る
在
学

生
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た

だ
ろ
う
。
取
り
を
飾
っ
た
ゴ
ー
☆
ジ
ャ
ス

は
登
場
シ
ー
ン
か
ら
莫
大
な
歓
声
を
浴
び

て
い
た
。
や
は
り
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
も
兼

任
し
て
い
る
お
笑
い
芸
人
だ
け
に
人
気
は

絶
大
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
豪
華
な
メ
ン

バ
ー
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
は
、
今
ま
で
に
も

無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
お
笑
い
の
企

画
は
今
後
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。
来
年
も
埼
玉
大
学
生
の

笑
い
の
源
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８

今
年
で
9
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
埼
玉

大
学
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
。
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
構
内
で
選
ば
れ
た
五
人
の
女
性
か
ら

一
人
の
ミ
ス
埼
大
を
決
め
る
行
事
で
あ
る
。

毎
年
、
埼
大
生
の
注
目
を
集
め
る
本
行
事

は
今
年
も
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
二
日
目
の
11
月
25
日
に
体

育
館
で
行
わ
れ
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
可

憐
に
、
鮮
や
か
に
。」
で
あ
り
、

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
達
の
可
憐
さ
や

鮮
や
か
さ
を
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

表
現
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
実
際

に
彼
女
た
ち
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
を
結
婚
式
場
で
撮
影
し
た
り
、

河
原
を
浴
衣
で
歩
い
て
み
た
り
と

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
個
性
の
表
現
を

し
て
い
た
。
初
め
は
彼
女
た
ち
も

慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
っ

て
い
た
が
、
続
け
て
い
く
う
ち
に

ミ
ス
コ
ン
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
風
格
が
出
て
き
て
い
た
。

9
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

イ
ベ
ン
ト
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

企
画
も
増
え
観
客
を
魅
了
す
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
き
た
。
観
客
の

来
場
者
数
は
1
0
0
0
人
を
超
え
、
立
ち

見
ま
で
現
れ
た
。
こ
こ
ま
で
来
場
者
が
多

か
っ
た
の
も
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
達
の
今

ま
で
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。
彼

女
た
ち
は
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
半
年

間
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
し
て
き
た
。
試
行
錯
誤
の
毎
日
、
苦

悩
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
コ
ン
テ
ス
ト
本

WON学大玉埼学生委員のページ

第
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催
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番
前
で
は
表
し
よ
う
の
な
い
緊

張
感
が
漂
っ
て
い
た
が
、
い
ざ

壇
上
に
上
が
っ
た
時
に
は
そ
の

場
に
全
力
で
挑
み
、
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
に
思
え
た
。
終
わ
っ

た
後
の
彼
女
た
ち
の
や
り
切
っ

た
姿
を
見
て
、
心
か
ら
可
憐
で
、

鮮
や
か
だ
と
感
じ
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
た
の
も
協

賛
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
、
地

域
の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で

あ
る
。
そ
し
何
よ
り
も
彼
女
た

ち
の
頑
張
り
の
お
か
げ
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
彼
女
た
ち
の
多

方
面
に
わ
た
る
活
躍
を
祈
っ
て

い
る
。

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ（
未
開
拓
）＆
Ｐ
ｉ

ｏ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ（
先
駆
者
）

そ
の
2
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
埼
玉

大
学
の
学
生
団
体
Ｆ
Ｐ﹇
エ
フ
・
ピ
ー
﹈

は
埼
玉
大
学
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
ミ
ス

埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
の
運
営
や
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
発
行
、
そ
の

他
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
能
動
的
に

行
動
す
る
埼
大
生
を
生
み
出
し
、
埼
大

生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
、
そ
ん
な
触
媒
に
な
る
こ
と
が
我
々

の
活
動
で
す
。
ま
た
学
内
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
や
社
会
も
巻
き
込
ん
で

い
く
こ
と
で
、
そ
の
化
学
反
応
を
何
倍
、

何
十
倍
に
も
大
き
く
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
大
学
を
「
埼
玉
県
の
国
立
大
学
」

の
一
言
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
も
の
に
、
そ
こ
に
通
う
埼
大
生

の
日
々
の
生
活
が
潤
い
や
刺
激
の
あ
る

も
の
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
私
た

ち
の
最
大
の
目
的
で
す
。
現
在
、
構
成

人
数
は
20
人
弱
で
、
毎
週
水
曜
日
18
時

か
ら
学
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ど
な
た
で
も
私
た
ち

に
連
絡
を
下
さ
い
。
一
緒
に
埼
玉
大
学

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

2
0
1
7
年
8
月
7
日
に
、
今
年
で

4
回
目
と
な
っ
た
Ｆ
Ｐ
主
催
の
夏
の
音

楽
系
イ
ベ
ン
ト
、I

scream

が
開
催

さ
れ
た
。
北
浦
和
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、

Ｋ
ｙ
ａ
ｒ
ａ
で
埼
玉
大
学
の
音
楽
系
サ

ー
ク
ル
が
一
同
を
介
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

最
大
の
特
徴
は
、
普
段
で
は
あ
り
得
な

い
、
他
サ
ー
ク
ル
と
の
共
演
を
す
る
こ

と
だ
。
ジ
ャ
ズ
系
の
サ
ー
ク
ル
と
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
サ
ー
ク
ル
。
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
が
バ
ン
ド
系
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
の

下
で
踊
っ
た
り
と
、
学
内
の
サ
ー
ク
ル

の
交
流
に
も
繋
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。
Ｆ
Ｐ
の
活
動
目
的
で
あ
る
、
埼
玉

大
学
の
内
部
か
ら
の
活
性
化
に
大
き
く

関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
今
後
も
形
は
違

え
ど
こ
う
い
っ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
埼
玉
大
学
生
が
楽
し
く
学
生
生

活
を
送
れ
る
手
助
け
を
行
な
っ
て
い
き

た
い
。

W
hat’s

FP
?

イ
ベ
ン
ト

〜Iscream

〜
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第
12
回
む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
は
2

0
1
7
年
10
月
19
日
㈭
、
大
宮
国

際
カ
ン
ト
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
日
か
ら
雨
が
降
り
続
く
中
、

キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
参
加
者

は
44
名
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た

が
、
経
和
会
会
員
は
21
名
。
只
、

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、
後
半
は
グ
リ
ー
ン
に
水
が
た
ま
る

よ
う
に
な
り
、
プ
レ
イ
続
行
を
断
念
、
コ
ン
ペ
は
前
半
の
成

績
で
決
め
ま
し
た
。
優
勝
は
1
9
7
3
年
理
工
卒
、
齋
藤
満

氏
、
準
優
勝
は
1
9
7
0
年
経
済
卒
の
細
越
博
資
氏
で
し
た
。

今
回
ゴ
ル
フ
場
か
ら
沢
山
景
品
が
提
供
さ
れ
た
た
め
、
賑
や

か
で
楽
し
い
表
彰
式
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
10
月
第
3
木
曜

日
と
な
っ
て
い
る
本
会
は
、
今
年
2
0
1
8
年
10
月
18
日
㈭
、

大
宮
国
際
Ｃ
Ｃ
で
開
催
し
ま
す
。
各
学
部
か
ら
愛
好
家
が
集

う
こ
の
コ
ン
ペ
は
技
量
を
別
に
し
て
同
窓
生
の
絆
を
深
め
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
で
埼
大
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し

ょ
う
。
初
参
加
希
望
の
方
は
む
つ

め
ゴ
ル
フ
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

か
、
同
窓
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
元
気
な
経
和
会
参
加
者

は
次
の
通
り
で
す
、
敬
称
略
。

第
4
回
を
迎
え
る
経
和
会
サ
ロ
ン
が
、

今
年
2
月
24
日
に
三
井
住
友
生
命
駿
河
台

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
卒
業
生
と
在
校
生
合

わ
せ
て
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
経
和
会
サ
ロ
ン
で
は
、
昭
和
53

年
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
株
式
会
社
ア

ル
フ
ァ
取
締
役
社
長
の
川
名
祥
之
氏
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
自
動
車
や
住
宅
な
ど
の

ド
ア
の
鍵
を
開
発
す
る
自
社
の
海
外
展
開

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
95
年
を
迎
え
る
ア
ル
フ
ァ

の
9
代
目
社
長
に
川
名
氏
が
就
任
し
た
の

は
3
年
前
。
社
会
人
生
活
の
約
半
分
と
な

る
17
年
を
海
外
で
過
ご
し
、
歴
代
の
社
長

の
中
で
も
海
外
赴
任
を
経
験
し
た
の
は
川

名
氏
の
み
。
そ
の
海
外
で
の
経
験
が
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
も
赤
字
を
出
さ
ず
に

切
り
抜
け
ら
れ
た
こ
と
に
活
き
た
そ
う
で

す
。講

演
の
後
に
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
参

加
者
と
の
盛
ん
な
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
和
会
サ
ロ

ン
は
、
今
後

も
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

学
生
の
頃
は
あ
ま
り
思
わ
な
く
て
も
学

生
時
代
が
遠
く
過
ぎ
去
る
頃
に
な
る
と

「
学
生
時
代
も
っ
と
積
極
的
に
学
べ
ば
よ

か
っ
た
」
な
ど
と
思
い
始
め
る
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
卒
業
後
の
人
生
も

長
く
な
る
よ
う
で
す
。

経
済
学
部
の
大
学
院
で
あ
る
人
文
社
会

科
学
研
究
科
で
は
社
会
人
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

長
い
人
生
の
一
時
期
を
社
会
人
入
学
し

て
母
校
で
再
び
学
ぶ
の
も
良
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

平
成
２９
年
度

優
秀
卒
業
論
文
表
彰

最
優
秀
卒
業
論
文

佐
藤

寛
空

首
都
圏
の
大
学
生
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

優
秀
卒
業
論
文

岩
崎

風
音

非
営
利
団
体
に
よ
る
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ

「
社
会
貢
献
」
体
験
の
初
動
期
に
お
け

る
運
営
実
態
と
そ
の
効
果

辻
本

圭
佑

多
様
化
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

の
再
考
―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用
の
最

大
・
最
適
化
の
た
め
に
―

後
藤

大
地

金
融
化
の
再
定
義
―
非
金
融
部
門
に
よ

る
銀
行
部
門
の
独
立
と
し
て
の
金
融
化

第第
１１２２
回回
むむ
つつ
めめ
ゴゴ
ルル
フフ
会会
報報
告告

第第
４４
回回

経経
和和
会会
ササ
ロロ
ンン
報報
告告

平成３０年度 経和会総会のご案内
日
時
等

総

会
�
平
成
30
年
7
月
14
日
㈯

午
後
1
時
か
ら

講

演
�
同
、
午
後
2
時
か
ら

懇
親
会
�
同
、
午
後
3
時
30
分
か
ら

場
所総

会
�
埼
玉
大
学
経
済
学
部

Ａ
棟
5
0
4
教
室

講

演
�

同

懇
親
会
�
バ
ル
・
メ
リ
ン
の
森

（
大
学
第
二
生
協
内
）

講
演
会

講

師
�
宮
入

興
一
氏
（
愛
知
大
学

名
誉
教
授
、
愛
知
大
学
中
部

地
方
産
業
研
究
所
客
員
所
員
、

長
崎
大
学
名
誉
教
授
）

演

題
�
天
地
動
乱
の
時
代
の
災
害
の

政
治
経
済
学

懇
親
会
会
費

3
�
0
0
0
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で
す
）

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」
よ

り
、
埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
15
分

程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、

埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
10
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
で
は
料
金
は
1
�
0

0
0
円
程
度

出
席6

月
22
日
㈮
ま
で
に
、
同
封
の
「
は
が

き
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

松
村
雄
（
1
9
6
3
文
理
卒
）、
大

崎
鼎
、
萩
野
弘
二
、
細
越
博
資
、
太

田
博
、
石
田
肇
（
1
9
7
0
）、
室

星
達
雄
、
鈴
木
均
、
須
藤
富
平
（
1

9
7
2
）、
松
崎
正
代
、
望
月
泰
邦
、

若
杉
順
一
、
対
田
順
明
、
古
賀
行
雄
、

小
林
千
秋
（
1
9
7
3
）、
松
沢
良

治（
1
9
7
5
経
短
）、武
田
隆
一（
1

9
7
9
）、
手
嶋
毅
（
1
9
8
2
）、

古
屋
久
昭
、
眞
下
卓
也
、
星
二
郎（
1

9
8
6
）
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